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R8.1.16　設立30周年記念式典・記念講演会
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防災DVD等の貸出しについて
　皆さんの事業所では、 年に数回、火災や地震を想定し
た消防訓練（避難・通報・消火）を実施されておりますが、
新たな知識の習得や技術の向上等のため、 防災ＤＶＤ
（映像教材）を活用されてはいかがでしょうか。
　一昨年、新たに2作品を購入いたしました。この他にも
防火管理関係、危険物保安対策関係、震災関係と種々取
り揃えておりますので、ぜひご活用ください。
　火災予防運動週間前後の2月、3月と10月、11月、みや
ぎ県民防災の日や危険物安全週間の６月には貸出しが
集中しますので、お早目に各市町の消防署にお申込みく
ださい。
新作情報
「思わぬ火もと  －高齢社会・増え続けている電気火災－」

（約20分）
「はなかっぱのぼうさいくんれん「おかしもち」で

いのちをまもろう」（約14分）

　会員の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお
慶び申し上げます。今年度も皆様のご協力により、計画
されていた全ての事業を推進することができ、設立30
周年記念式典等につきましても、盛会のうちに終了する
ことができました。また、本会報の作成にあたりまして
も、皆様快くご寄稿をお引き受けいただき、おかげをも
ちまして第31号をお届けすることができました。この
紙面をおかりしまして厚く感謝申し上げます。
　さて、ミラノ・コルティナオリンピック盛り上がりま
したね。日本の冬季オリンピック史上最多となる24個
のメダルを獲得し、特にスノーボードやフィギュアスケ
ートでの活躍が印象的でした。選手の皆さんお疲れ様で
した！
　事務局も今年度以上の事業運営ができるよう努めてま
いる所存ですので、引き続き会員皆様のご支援ご協力を
お願い申し上げます。
　令和8年度も、当管内の無事故、無災害と会員事業所
皆様のますますのご発展をご祈念申し上げます。

　　　　〈事　務　局〉

編集後記

編　　　集

塩釜地区消防事務組合消防本部予防課内  塩竈市尾島町17番22号  TEL 022－361－1619
印刷　㈱ 工 陽 社 　TEL 022－365－1151

きむら いっさ

松島町立松島第一小学校　５年生　木村 一沙 さん
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　危険物取扱者（乙種第4類）試験の受験者を対象とした準備講習会の開催有無につきましては、決定次第、周知
させていただきます。

　危険物取扱者免状の交付を受けており、かつ、危険物施設において現に危険物の取り扱い業務に従事してい
る方が受講する講習です。７月～１月にかけて県内各地で開催されます。日程は５月中旬に下記機関のホーム
ページに掲載予定です。なお、申請書受付期間は令和8年6月1日㈪から令和8年6月20日㈯までです
（ただし、下記機関事務局に持参する場合は、土曜・日曜を除きます。）。

令和8年度 危険物取扱者試験（乙種第4類） 準備講習会

令和８年度 危険物取扱者 保安講習

　一定規模以上の防火対象物では、その対象物における防火管理業務を行う防火管理者をおくことが義務付け
られています。防火管理者は防火管理業務の知識と技能を有することが要件です。
塩釜地区管内で実施される講習会は下表のとおりです。昨年と講習場所が異なりますのでご注意ください。

令和８年度 甲種防火管理 新規講習・再講習

令和8年度危険物取扱者試験・消防設備士試験
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　　　問い合わせ　塩釜地区防災安全協会事務局（塩釜地区消防事務組合消防本部予防課内）
　　　　　　　塩竈市尾島町17-22　TEL：022-361-1619  

問い合わせ　一般社団法人 宮城県危険物安全協会連合会　TEL：022-276-4850　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　URL：https://www.miyakiren.jp/　

※ 危険物取扱者試験において、申請者数によっては午前のみ実施の場合があります。
※ 危険物取扱者乙種第4類の試験時間帯の指定はできません。

問い合わせ　一般財団法人 消防試験研究センター　宮城県支部　TEL：022-276-4840　
　　　　　　　URL：https://www.shoubo-shiken.or.jp/　

問い合わせ　　申し込み関係・・・一般財団法人 日本防火・防災協会　TEL：03-6263-9903
講習会場関係・・・一般社団法人 宮城県消防設備協会　TEL：022-223-3650

問い合わせ　　申し込み関係・・・一般財団法人 日本防火・防災協会　TEL：03-6263-9903
講習会場関係・・・一般社団法人 宮城県消防設備協会　TEL：022-223-3650
そ　 の 　他・・・塩釜地区消防事務組合消防本部予防課　　　　　　　　　 

塩竈市尾島町17-22　TEL：022-361-1619　
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実施回数

試験日

試験開始時刻

試験種類

試験会場

合格発表
予 定 日

開始

終了

受
付
期
間

危 険 物 取 扱 者 試 験 消 防 設 備 士 試 験

石巻工業
高校

甲種・乙種全類〈1、2、3、4、5、6類〉・丙種 乙種第4類

第２回
10/4
 （日）

甲種全類・乙種全類

午前10：30〈甲種、乙種全種(1、2、3、4、5、6類）、丙種〉
午後14：30〈乙種第４種〉

午前10：30
午後14：30

午前10:00〈1～3、5、6類〉
午後14:00〈甲特、4、7類〉

【表紙写真】設立30周年記念式典・記念講演会
　令和8年1月16日に開催した記念式典での花渕会長の挨拶と記念表彰、そして記念講演会で講師を務めた
株式会社アタラシイケシキ 代表取締役 名久井 麻利 氏

【塩釜地区防災安全協会】
　平成7年5月、塩釜地区防火管理者協議会と塩釜地区危険物安全協会が合併して設立され、令和7年に設立
30周年を迎えた。会員相互の防火思想の普及高揚や防災業務関係者に対する教育訓練指導等により、各事業
所の発展と会員相互の融和親睦を図り、社会公共の福祉の増進に寄与することを目的とする。
会員事業所数（令和8年1月末日時点）
　延べ609事業所（防火管理部会401事業所・危険物保安部会208事業所）

講習料金

8,000円

8,000円

募集人数

100名

100名

講習場所

グランディ･21

グランディ･21

講習日時

８月19日㈬、20日㈭

11月5日㈭、6日㈮

講習種別

甲種防火管理（新規）

甲種防火管理（再講習）

№

１

２

・・・令和8年度から、塩釜地区において再講習は実施いたしません。受講を希望する場合は、（一財）
日本防火・防災協会の「オンライン型講習」、又は県内では仙台市、大崎市、名取市内の各会場で
実施される「対面型講習」にお申し込みをお願いいたします。
【ご注意】
・オンライン型講習、対面型講習のどちらの講習も人数制限があります。
　また、受講するには過去の講習修了証が必要です。
・過去に塩釜地区消防事務組合消防本部管内（塩竈市、多賀城市、松島町、七ヶ浜町、利府町）で
実施した講習（再講習・新規講習いずれも）の修了証再交付事務につきましては、引き続き当消
防本部予防課で実施いたします。
・詳しくは下記問い合わせ先にお問い合わせください。
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、
土
砂
災

害
等
の
気
象
災
害
に
よ
る
被
害
が
多

く
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
昨

年
は
、
岩
手
県
大
船
渡
市
や
愛
媛
県

今
治
市
な
ど
に
お
け
る
林
野
火
災
、

8
月
以
降
は
広
域
に
お
い
て
線
状
降

水
帯
に
よ
る
大
雨
や
台
風
の
被
害
、

さ
ら
に
11
月
に
は
大
分
市
に
お
い
て

大
規
模
火
災
が
発
生
す
る
な
ど
、
各

地
で
災
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
当
組
合
管
内
で
は
、
特
に
大
き
な

災
害
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

高
齢
化
の
進
展
及
び
冬
季
の
感
染
症

の
流
行
に
伴
い
、
救
急
出
場
件
数
、

搬
送
人
員
と
も
に
過
去
最
多
を
記
録

し
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
年
で
東
日
本

大
震
災
か
ら
15
年
、
熊
本
地
震
か
ら

10
年
の
年
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
震
災
の
教
訓
を
次
世
代
へ

継
承
す
る
と
と
も
に
、
近
年
の
気
候

変
動
に
よ
る
大
規
模
な
自
然
災
害
等

に
対
応
す
る
た
め
に
、
消
防
防
災
体

制
の
さ
ら
な
る
充
実
強
化
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
当
組
合
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

地
域
住
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産

を
守
る
と
い
う
使
命
の
も
と
、
引
き

続
き
災
害
対
応
力
の
強
化
、
火
災
予

防
の
推
進
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
当
組
合
と
の
よ
り
一
層
の
連
携

と
貴
協
会
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
年
8
年
度
の
無
事
故

と
無
災
害
を
願
い
ま
す
と
と
も
に
、

塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会
の
益
々
の

ご
発
展
と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会

　
　
　会

　長

　花

　渕

　
　
　豊

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合

　
　消
防
長

　星

　
　
　和

　彦

ご あ い さ つご あ い さ つ
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令
和
7
年
度
定
期
総
会
に
お
い
て
、
日
頃

の
防
火
管
理
又
は
危
険
物
保
安
に
関
し
て
功

績
が
認
め
ら
れ
た
会
員
事
業
所
及
び
個
人
の

皆
様
に
対
し
、
会
長
よ
り
表
彰
状
と
楯
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
じ
く
永
年
に
わ
た
る
危
険
物
施

設
の
安
全
管
理
や
危
険
物
の
安
全
な
取
扱
い

作
業
等
へ
の
功
労
が
認
め
ら
れ
、
会
員
事
業

所
及
び
個
人
が
宮
城
県
知
事
よ
り
優
良
危
険

物
取
扱
事
業
所
表
彰
、（
一
社
）
宮
城
県
危

険
物
安
全
協
会
連
合
会
会
長
よ
り
優
良
危
険

物
取
扱
事
業
所
表
彰
並
び
に
特
別
表
彰
を
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
ま
し
た
事
業
所
そ
し
て
個
人
の

皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

 

塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会
表
彰

◎
令
和
7
年
5
月
28
日
（
水
）

　（
塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会
定
期
総
会
）

　
　
於
：
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
塩
釜

◆
優
良
事
業
所
表
彰
　
12
事
業
所

【
防
火
管
理
部
会
】　
　
7
事
業
所

　
塩
竈
市

　
・
株
式
会
社
サ
ン
デ
ー 

塩
釜
店

　
・
学
校
法
人
東
園
寺
学
園

　
　
　
塩
釜
第
二
中
央
幼
稚
園

　
多
賀
城
市

　
・
多
賀
城
市
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ

　
・
宮
城
県
貞
山
高
等
学
校

　
松
島
町

　
・
ホ
テ
ル 

絶
景
の
館

　
七
ヶ
浜
町

　
・
学
校
法
人
同
性
寺
学
園 

汐
見
台
こ
ど
も
園

　
利
府
町

　
・
有
料
老
人
ホ
ー
ム 

サ
ン
・
パ
レ
加
瀬

【
危
険
物
保
安
部
会
】　
5
事
業
所

　
塩
竈
市

　
・
株
式
会
社
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス 

塩
釜
営
業
所

　
多
賀
城
市

　
・
ミ
ラ
イ
フ
東
日
本
株
式
会
社

　
　
　
　
　
塩
釜
灯
油
セ
ン
タ
ー

　
松
島
町

　
・
松
島
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

ど
ん
ぐ
り

　
七
ヶ
浜
町

　
・
株
式
会
社 

丸
運
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
東
日
本

宮
城
営
業
所

　
利
府
町

　
・
利
府
仙
台
ロ
イ
ヤ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

◆
優
良
個
人
表
彰
　
　
３
名

【
防
火
管
理
部
会
】　
１
名

　
多
賀
城
市

　
・
社
会
福
祉
法
人
お
ひ
さ
ま
と
月
の
里

　
　
　
あ
か
ね
保
育
所
 

中
鉢
　
義
徳

【
危
険
物
保
安
部
会
】　
2
名

　
塩
竈
市

　
・
有
限
会
社 

櫻
井
住
設
 

櫻
井
　
修
平

　
多
賀
城
市

　
・
株
式
会
社
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
仙
台
工
場

 

逸
見
　
　
力

 

宮
城
県
知
事
褒
状

（
危
険
物
保
安
関
係
功
労
者
等
表
彰
）

◎
令
和
7
年
6
月
23
日
（
月
）

（
宮
城
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
危
険
物

　
安
全
大
会
）

　
　
於
：
ホ
テ
ル
白
萩

◆
優
良
危
険
物
取
扱
事
業
所
表
彰

　
利
府
町

　
・
株
式
会
社 

三
陸
物
産

　
　
　
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
利
府
Ｓ
Ｓ

 
宮
城
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
会
長
表
彰

◎
令
和
7
年
6
月
23
日
（
月
）

（
宮
城
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
危
険
物

　
安
全
大
会
）

　
　
於
：
ホ
テ
ル
白
萩

優
良
事
業
所
表
彰

　
塩
竈
市

　
・
三
喜
運
輸 

株
式
会
社

　
多
賀
城
市

　
・
株
式
会
社 

宮
城
陸
送

　
利
府
町

　
・
株
式
会
社 

東
日
本
宇
佐
美

　
　
　
利
府
バ
イ
パ
ス
給
油
所

特
別
表
彰
（
感
謝
状
：
長
年
、
役
員
と
し
て

連
合
会
の
発
展
に
寄
与
）

　
阿
部 

建
夫
（
前
当
協
会
会
長
）
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祝 
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

祝 
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!!!

（一社）

　令和7年中の火災事例を紹介します。同様の火災を発生させないよう発生原因等を知り、火災予防にお
役立て下さい。私たちのまちから火災を無くしましょう！

※写真とイラストはイメージであり、紹介事例とは関係ありません。

　　　　　　　　ファンヒーターの温風で周囲にあった可燃物が発火
　１月、石油ファンヒーターから吹き出された温風で、周囲にあった可燃物が発火点になるまで過熱され
たため発火し延焼拡大した。居住者2名が負傷した。

　　　　　　　　たばこの不始末
　３月、たばこの消火不完全により灰皿内の山盛りの吸い殻に着火し、灰皿が
割れ、周囲にあった紙くず等に燃え移った。

　　　　　　　　スプレー缶の可燃性ガスに
　　　　　　　　ガスコンロの火が引火
　3月、台所内でスプレー缶のガス抜きをしていたところ、滞留した可燃
性ガスに使用中のガスコンロの火が引火した。
　居住者１名が負傷した。

　　　　　　　　枝葉、枯葉を燃やすためにつけた火が周囲の立ち木に延焼
　5月、庭の剪定作業で発生した枝葉と枯葉を燃やすために、着火ライター
で火をつけたところ、周囲の立ち木に延焼拡大した。
　

焼却炉で燃やしたごみを
消火不十分のまま枯草の上に放置

　11月、焼却炉で燃やしたごみを消火不十分のまま枯草の上に放置
したことで、枯草に着火し延焼拡大した。

　　　　　　　　ガステーブルのグリルで食品を
　　　　　　　　加熱したまま放置
　11月、ガステーブルのグリルで食品を焼き始めた後、そのまま放置し
たことにより、グリル内に溜まった食品の油脂が過熱発火した。居住者
１名が負傷した。
　また、これ以前の2月と4月には、オーブントースターで調理中に同様
の事例が発生した。

令和７年管内の火災事例令和７年管内の火災事例 塩釜地区消防事務組合消防本部予防課

火災事例１火災事例１

火災事例２火災事例２

火災事例３火災事例３

火災事例５火災事例５

火災事例４火災事例４

火災事例６火災事例６

※独立行政法人製品評価技術基盤機構
　（NITE）の再現実験であり、本事例と
　は関係ありません。

火災の早期発見と
初期消火のため、
住宅用火災警報器と
住宅用消火器を
設置・点検・交換
しましょう！

１　火をかけたら、その場を離れない！
２　取扱説明書に従い適切に使用する！
３　常に整理、整頓、清掃するよう心掛ける！
４　安全装置が付いた製品を使用しましょう！
５　近くに燃えやすいものを置かない！
６　着衣に着火しないよう注意する！
　　➡　こんろの奥にある物を取るとき等は、火を消してから！
　　　　エプロンやアームカバーには防炎製品を使用しましょう。
７　万一、天ぷら鍋等の油の火災が発生しても絶対に水をかけてはいけません！
　　炎が急拡大してしまいます。消火器やエアゾール式簡易消火器具で落ち着い
　　て消火しましょう。

こんろ使用上の注意点

野焼き（野外で家庭ごみ
などを燃やすこと）は、
原則禁止されています！
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令和7年の火災概要 消防本部予防課

（令和8年1月末日現在）
１　出火件数が前年比で12件減少
　出火件数が41件で前年に比べ12件減少し、おおよそ9
日に1件の割合で火災が発生しました。火災種別では建物
火災が28件（前年27件）で最も多く、以下その他の火災、
車両火災、船舶火災の順（林野火災は0件）になりました。

２　出火原因は「電気関係」が最多
　出火原因は「電気関係」が9件で最も多く、次いで「こん
ろ」が4件、「たばこ」、「放火・放火の疑い」がともに3件、「火
遊び」、「ストーブ」、「溶接の火花」がいずれも1件の順にな
りました。

３　負傷者が増加
　火災による死者が3人（前年3人）、負傷者が13人（同10
人）発生しました。

４　初期消火成功率は68％(17件成功)
　出火件数41件のうち初期消火が25件（61.0％）で実施
され、このうち17件（68.0％）が消火に成功しました。

令和 7年の救急概要 消防本部警防課

１　出場件数・搬送人員がともに過去最多
　出場件数が 10,677 件（前年比 172 件増）、搬送人員が
10,074 人（同 144 人増）となり、どちらも過去最多とな
りました。これは１日平均約 29 件救急車が出場し、住
民の 18.09 人に１人の割合で救急隊によって救急搬送さ
れたことになります。

２　「急病」が最多（事故別出場件数）
　急病が 7,439 件（全体の約 70％）で最も多く、次いで
一般負傷が 1,697 件（同 16％ )、以下、転院搬送、交通
事故の順になりました。

３　「中等症」が最多（傷病程度別搬送人員）
　中等症が 6,115 人（同 61％）で最も多く、次いで軽症
が 2,835 人（同 28％）、以下、重症、死亡の順になりました。

４　年齢区分別搬送人員
　高齢者（65歳以上）が 6,667 人（同 66％）で最も多く、
次いで成人が 2,564 人（同 25％）、以下、乳幼児、少年、
新生児の順になりました。

令和7年の救助概要 消防本部警防課

１　出動件数・救助人員がともに減少
　出動件数が48件（前年比3件減）、救助人員が49人（同5
人減）となり、前年からともに減少しました。

２　「建物等による事故」が最多（事故別出動件数）
　建物等による事故が20件（全体の42％）で最も多く、次
いで交通事故が12件（同25％）、以下、その他の事故、水難
事故、火災、機械による事故の順になりました。
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9

総　　計 

建　　物 

　住 　宅

林　　野 

車　　両 

船　　舶 

そ の 他 

焼損棟数

り災世帯/人員

損害額

死者/負傷者

出
　火
　件
　数

件

棟

世帯/人

千円

人

区　　分 単位 総　計 塩竈市 多賀城市 松島町 七ヶ浜町 利府町

市町別火災発生状況　※（　）は前年の出火件数

10,677

3,574

3,126

1,113

927

1,931

6

10,074

3,346

2,961

1,040

866

1,855

6

急　　病

一般負傷

転院搬送

交通事故

運動競技

自損行為

労働災害

中等症

軽症

重症

死亡

7,439

1,697

935

347

72

59

57

6,115

2,835

1,001

123

合　計

塩竈市

多賀城市

松島町

七ヶ浜町

利府町

他市町

市町別救急発生状況 事故種別救急出場件数

48

9

19

3

5

11

1

49

9

20

3

5

11

1

建物等に
よる事故

交通事故

その他
の事故

水難事故

火災

機械による
事故

20

12

8

4

3

1

合　計

塩竈市

多賀城市

松島町

七ヶ浜町

利府町

他市町

市町別救助発生状況 事故種別救助出動件数

傷病程度別搬送人員

記
念
表
彰
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

☆
個
人
表
彰

　長
年
、
役
員
を
務
め
ら
れ
た
現
役
員
に
対

し
感
謝
状
を
贈
呈

役
員
歴
10
期
20
年
以
上

　会

　
　長

　
　花
渕

　
　豊

（
東
陽
防
災
設
備
株
式
会
社
）

　副
会
長

　
　米
澤

　
　彰

（
株
式
会
社
共
和
電
業 

多
賀
城
営
業
所
）

　理

　
　事

　
　阿
部 

勘
九
郎

（
東
日
本
自
動
車
学
校
）

役
員
歴
5
期
10
年
以
上

　副
会
長

　
　高
橋

　利
滋

（
大
郷
運
輸
株
式
会
社
）

防
火
管
理
部
会

　副
部
会
長

　
　磯
田

　光
貴

（
松
島
国
際
観
光
株
式
会
社 

ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘
）

危
険
物
保
安
部
会

　副
部
会
長

　
　伊
藤

　幸
夫

（
東
北
ド
ッ
ク
鉄
工
株
式
会
社
）

危
険
物
保
安
部
会

　副
部
会
長

　
　宮
田

　静
雄

（
出
光
興
産
株
式
会
社
塩
釜
油
槽
所
）

　理

　
　事

　
　稲
富

　慶
雲

（
宗
教
法
人 

瑞
巌
寺
）

　総
会
議
長
11
回

　棕
澤

　
　徹

（
東
日
本
自
動
車
学
校
）

☆
事
業
所
表
彰

　長
年
、
役
員
を
務
め
ら
れ
た
現
役
員
事
業

所
に
対
し
感
謝
状
を
贈
呈

役
員
歴
15
期
30
年
以
上

　松
島
国
際
観
光
株
式
会
社

　
　
　
　
　

 

ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘

　出
光
興
産
株
式
会
社 

塩
釜
油
槽
所

　医
療
法
人
社
団
赤
石
会 

赤
石
病
院

　塩
釜
ガ
ス
株
式
会
社

　医
療
法
人
菅
野
愛
生
会 

緑
ヶ
丘
病
院

　日
本
農
産
工
業
株
式
会
社 

塩
釜
工
場

　塩
釜
商
工
会
議
所

　株
式
会
社
ア
イ
ザ
ワ

　カ
メ
イ
株
式
会
社
宮
城
支
店 

塩
釜
営
業
所

　東
西
オ
イ
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

塩
釜
油
槽
所

　ソ
ニ
ー
ス
ト
レ
ー
ジ
メ
デ
ィ
ア
株
式
会
社

　東
北
電
機
製
造
株
式
会
社

　ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
多
賀
城

　カ
メ
イ
物
流
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　E
N
E
O
S
株
式
会
社 

仙
台
製
油
所

　株
式
会
社
ニ
ヤ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　東
北
支
店 

多
賀
城
事
業
所

　理
研
食
品
株
式
会
社 

仙
台
新
港
工
場

　東
北
電
力
株
式
会
社 

仙
台
火
力
発
電
所

　日
本
ア
ル
コ
ー
ル
販
売
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　仙
台
支
店

役
員
歴
10
期
20
年
以
上

　東
陽
防
災
設
備
株
式
会
社

　株
式
会
社
共
和
電
業 

多
賀
城
営
業
所

　株
式
会
社
白
寿
殿

　東
日
本
自
動
車
学
校

　志
波
彦
神
社
・
鹽
竈
神
社

　東
北
緑
化
環
境
保
全
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　環
境
分
析
セ
ン
タ
ー

　宗
教
法
人 

瑞
巌
寺

　東
北
発
電
工
業
株
式
会
社 

利
府
製
作
工
場

　東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　新
幹
線
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

役
員
歴
5
期
10
年
以
上

　大
郷
運
輸
株
式
会
社

　東
北
ド
ッ
ク
鉄
工
株
式
会
社

　パ
レ
ス
松
洲

設
立
30
周
年
記
念

　
　式
典・講
演
会・祝
賀
会
開
催
‼

設
立
30
周
年
記
念

　
　式
典・講
演
会・祝
賀
会
開
催
‼

　平
成
7
年
4
月
に
塩
釜
地
区
防
火
管
理
者
協
議
会
と
塩
釜
地
区
危
険
物
安
全
協
会
が

合
併
し
、
塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会
が
設
立
さ
れ
て
30
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
令
和

8
年
1
月
16
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
塩
釜
に
て
、
設
立
30
周
年
記
念
式
典
・
講

演
会
・
祝
賀
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
、
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
式
典
で
は
長
年
役
員
及
び
役

員
事
業
所
を
務
め
ら
れ
、
会
の
発
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
方
へ
の
記
念
表
彰

並
び
に
現
会
員
事
業
所
に
対
す
る
記
念
品
の
贈
呈
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　記
念
講
演
会
で
は
、「
地
域
企
業
の
価
値
を
高
め
、
想
い
を
伝
え
る
広
報
P
R
の
コ

ツ
」
と
題
し
て
、
株
式
会
社
ア
タ
ラ
シ
イ
ケ
シ
キ 
代
表
取
締
役
・
P
R
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
名
久
井 

麻
利 

様
か
ら
大
変
貴
重
な
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　記
念
祝
賀
会
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
当
時
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
会
を
祝
し

て
ゲ
ッ
ト
・
ハ
イ
・
ア
ー
ツ
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
皆
様
に
よ
る
心
地
よ
い
演
奏
と
、

柔
ら
か
な
歌
声
に
よ
る
ラ
イ
ブ
や
防
災
用
品
が
当
た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
よ
り
一
層

の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
素
晴
ら
し
い
記
念
事
業
の
開
催
に
向
け
て
、
企
画
及
び
運
営

等
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
実
行
委
員
会
委
員
長
の
米
澤
副
会
長
を
は
じ
め
委
員

の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　事

　務

　局

　長

出場件数 搬送人員

出動件数 搬送人員
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第42回消火技術コンクールの結果第42回消火技術コンクールの結果
　10月3日㈮、利府町のモリリン加瀬沼公園において第42回消火技
術コンクールが開催されました。昨年度雨天中止により2年ぶりの開催
となった今回のコンクールは、会員事業所を含む各事業所、女性防火ク
ラブ、自主防災組織及び各市町から、67チーム134名もの選手が出場
し、日頃の訓練成果を発揮しようと皆さん懸命に取り組んでいました。
前々回に引き続き住宅用火災警報器の設置と点検・交換の促進を目
的として、警報音を競技開始の合図にしたり、また、今回から改良型の
消火的を導入したりと、より一層実践的で効果的な競技となりました。
さらに始消式では寺澤薫七ヶ浜町長も消火活動を披露したほか、防災用品が当たる防火防災〇×クイズも行われま
した。
　もしものときに備え、ぜひ次回以降もより多くの会員事業所皆様の出場をお待ちしております。

１　女性防火クラブの部：28チーム出場

順位
第1位
第2位
第3位

順位
第1位
第2位
第3位

総タイム
16秒400
17秒470
17秒590

チ　ー　ム　名
七ヶ浜町女性防火クラブ連合会　境山支部
松島町女性防火クラブ連合会　松島地区
七ヶ浜町女性防火クラブ連合会　花渕浜支部

２　自主防災組織の部：2チーム出場

順位
第1位
第2位

総タイム
20秒920
25秒120

チ　ー　ム　名
塩竈市 青葉ヶ丘町内会Ａ
塩竈市 青葉ヶ丘町内会Ｂ

３　一般男子の部：27チーム出場

総タイム
9秒870
9秒970
11秒050

チ　ー　ム　名
利府町役場　男子Ａ
七ヶ浜町役場　男子Ａ

東北電機製造株式会社　男子Ａ

４　一般女子の部：10チーム出場

順位
第1位
第2位
第3位

総タイム
8秒960
12秒410
13秒530

チ　ー　ム　名
七ヶ浜町役場　女子Ａ
利府町役場　女子Ｂ
利府町役場　女子Ａ

始消式
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防
災
講
演
会
を
聴
講
し
て

職
業
訓
練
法
人 

塩
釜
建
設
技
能
者
訓
練
協
会
　

　佐
　藤
　玲
　子

『
記
念
講
演
を
聴
講
し
て
』

『
記
念
講
演
を
聴
講
し
て
』

結
城
運
輸
倉
庫
株
式
会
社
仙
台
支
店

　小
　野
　一
　徳

結
城
運
輸
倉
庫
株
式
会
社
仙
台
支
店

　小
　野
　一
　徳

　
令
和
7
年
11
月
20
日
（
木
）
七
ヶ
浜
国

際
村
ホ
ー
ル
で
秋
の
火
災
予
防
運
動
へ
の

参
画
事
業
の
一
環
と
し
て
、「
令
和
7
年
度

防
災
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
参
加
い
た
し

ま
し
た
。
毎
回
、
拝
聴
す
る
こ
と
で
防
火

防
災
意
識
・
思
想
が
高
ま
り
、
災
害
時
や

い
ざ
と
い
う
時
の
対
策
・
行
動
な
ど
を
見

直
せ
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。
私
は
会
員

事
業
所
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
多
く
の
皆
様
に
聞
い
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
内
容
の
講
演
会
が
毎

回
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
長
年
、
気
象
予
報
や
気
象
観
測

業
務
に
従
事
し
、
現
在
は
気
象
予
報
士
や

防
災
士
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
お
て
ん
き

ぼ
う
さ
い
ラ
ボ
」
代
表
　
木
立
芳
行
先
生

の
「
気
候
が
狂
え
ば
、災
害
も
暴
れ
る
〜
今
、

私
た
ち
が
知
る
べ
き
地
球
温
暖
化
と
防
災

の
話
〜
」
が
演
題
で
し
た
。
地
球
温
暖
化

の
仕
組
み
、
温
暖
化
が
進
む
と
ど
う
な
る

の
か
、
温
暖
化
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

な
ど
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
地
球
の
気
温
は
1
0
0
年
で
約
1
度
上

昇
し
、
日
本
の
気
温
は
約
1
・
4
度
上
昇

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
熱
中
症

が
原
因
で
亡
く
な
る
方
が
増
え
て
い
る
こ

と
、
海
水
温
度
が
上
昇
し
て
台
風
が
巨
大

化
し
た
り
、
雨
の
降
る
パ
タ
ー
ン
が
大
き

く
変
わ
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
は
日
常
的

に
情
報
と
し
て
耳
に
入
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
身
近

で
起
き
て
い
る
昨
今
、
１
人
ひ
と
り
が
緩

和
策
・
適
応
策
を
考
え
な
が
ら
生
活
し
な

け
れ
ば
10
年
後
、
50
年
後
、
1
0
0
年
後

の
地
球
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
不
安
な

気
持
ち
で
聞
い
て
い
る
と
、
先
生
が
「
こ

の
地
球
は
先
祖
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
で

は
な
い
。
我
々
の
子
孫
か
ら
借
り
て
い
る

も
の
な
の
だ
。」
と
い
う
言
葉
を
お
っ
し
ゃ

り
、
心
に
響
き
ま
し
た
。
先
生
が
お
っ
し

ゃ
っ
た
よ
う
に
、
借
り
た
も
の
は
き
れ
い

な
状
態
で
返
す
た
め
の
行
動
と
対
策
を
考

え
な
が
ら
生
活
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　
具
体
的
に
は
CO2
二
酸
化
炭
素
の
増
加
が

地
球
温
暖
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の

で
、
ご
み
を
減
ら
す
、
衣
類
を
調
整
し
エ

ア
コ
ン
の
冷
房
温
度
を
1
℃
上
げ
る
（
暖

房
は
1
℃
下
げ
る
）
な
ど
CO2
排
出
量
の
削

減
に
つ
な
が
る
よ
う
な
生
活
を
心
が
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
他
に
も
災
害
時
の
避
難

の
仕
方
や
避
難
所
で
の
心
が
け
な
ど
貴
重

な
お
話
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
帰
宅
後
は
家
族
や
職
場
で
東
日
本
大
震

災
を
含
め
防
災
に
つ
い
て
の
対
策
な
ど
を

お
互
い
に
確
認
す
る
き
っ
か
け
に
も
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
講
演
会
を
企
画
・
運
営
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
塩
釜
地
区
防
災
安

全
協
会
の
皆
様
、
講
師
の
木
立
先
生
、
関

係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
１
月
16
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス
塩
釜
に
て
、
設
立
30
周
年
記
念

式
典
・
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会
設
立

30
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

協
会
に
携
わ
れ
た
会
員
の
皆
様
、
関
係
者

の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
式
典
後
に
は
「
地
域
企
業
の
価

値
を
高
め
、
想
い
を
伝
え
る
広
報
㏚
の
コ

ツ
」
の
演
題
に
て
、
元
Ｔ
Ｂ
Ｃ
東
北
放
送

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
現
在
は
㈱
ア
タ
ラ
シ
イ

ケ
シ
キ
代
表
取
締
役
　
名
久
井
麻
利
　
様

の
記
念
講
演
会
を
拝
聴
致
し
ま
し
た
。
講

演
会
が
始
ま
り
演
題
を
み
て
、
弊
社
は
企

業
名
が
示
す
通
り
、
物
流
会
社
で
あ
り
倉

庫
寄
託
の
会
社
で
す
。
仙
台
支
店
管
轄
は
、

物
流
に
お
い
て
は
、
危
険
物
で
あ
る
石
油

製
品
の
輸
送
を
メ
イ
ン
に
仕
事
を
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
、「
企
業
価
値
を
高
め
る
」「
想

い
を
伝
え
る
」
広
報
㏚
の
コ
ツ
と
は
…
弊

社
の
場
合
ど
う
な
る
か
…
？
と
頭
が
追
い

付
か
な
い
感
じ
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

実
践
ワ
ー
ク
に
て
、【U

SP

・U
nique 

Selling Proposition

】
自
社
の
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
だ
け
が
持
つ
、
顧
客
に
提
供
で

き
る
独
自
の
強
み
や
価
値
と
の
説
明
を
受

け
、弊
社
の
『
顧
客
は
』、荷
主
、積
込
先
（
製

油
所
、
油
槽
所
）、
配
送
先
、
配
送
先
の
従

業
員
、
仕
事
に
て
利
用
す
る
往
復
の
路
上

を
利
用
さ
れ
て
い
る
地
域
の
皆
様
、
ま
た

安
全
な
状
況
に
て
（
走
行
・
業
務
を
終
え

て
）
帰
庫
す
る
事
を
信
じ
て
待
つ
当
該
事

務
所
の
従
業
員
等
、
頭
の
中
が
整
理
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
が
、
次
の
『
独
自
の
強
み
、

価
値
と
は
何
か
』
に
つ
い
て
は
、
自
身
の

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
読
み
返
す
と
、
石
油
と

は
社
会
・
生
活
イ
ン
フ
ラ
に
は
欠
か
せ
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
。
経
済
活
動
、
日

常
生
活
を
支
え
る
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
と

し
て
不
可
欠
な
役
割
。
且
つ
消
耗
品
で
も

あ
る
事
か
ら
供
給
体
制
を
止
め
る
訳
に
は

い
か
な
い
業
態
で
あ
る
…
と
書
き
残
こ
さ

れ
、
時
間
的
な
制
約
も
あ
り
そ
こ
か
ら
の

思
考
は
止
ま
り
、
未
完
成
の
ま
ま
の
状
況

で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
テ
ー
マ
で
あ
る
『
社
会
性
の

あ
る
切
り
口
』
、
『
今
取
り
上
げ
ら
れ
る

べ
き
理
由
』
に
つ
い
て
の
記
載
は
、
２
０

２
４
年
問
題
と

人
員
確
保
の
み

記
述
が
あ
り
、

実
践
ワ
ー
ク
の

時
間
内
で
の
結

論
は
で
な
か

っ
た
の
が
現
状

で
す
。
そ
の
様

な
状
況
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、

改
め
て
今
回
の
講
演
会
を
通
じ
て
学
ん
だ

事
は
、
日
々
断
片
的
に
感
じ
て
い
る
事
を

整
理
す
る
事
で
（
切
り
口
が
複
数
あ
る
事

で
）
、
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
幅
が
広
が
る

と
い
う
事
で
す
。
物
流
業
界
は
、
働
き
方

改
革
関
連
法
に
よ
り
、
２
０
２
４
年
４

月
か
ら
時
間
外
労
働
の
制
限
等
、
物
流
の

適
正
化
や
生
産
性
向
上
の
対
策
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う
人
員

不
足
等
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
今
回

学
ん
だ
事
、
感
じ
た
事
を
生
か
し
、
大
正

12
年
11
月
創
業
で
あ
る
弊
社
の
創
業
理
念

「
物
流
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る
」
に

基
づ
き
、
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
様
な
貴
重
な
講
演
会
を

企
画
し
て
頂
き
ま
し
た
設
立
30
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
の
皆
様
と
講
師
の
名
久

井
麻
利
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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移
動
研
修
会
に
参
加
し
て
　

宗
教
法
人 

瑞
巌
寺

　瀬
　戸
　美
　和

消
防
訓
練
視
察
研
修
会
に
参
加
し
て
　

社
会
福
祉
法
人 

亮
千
会
　大
代
保
育
園
　笠
　松
　美
　咲

　令
和
7
年
度
の

移
動
研
修
会
は
、

9
月
18
日
（
木
）、

仙
台
市
青
葉
区
に

あ
り
ま
す
「
3
G
e

V
高
輝
度
放
射
光

施
設 

N
a
n
o
T
e
r
a
s
u

（
ナ
ノ
テ
ラ
ス
）」

と
「
N
H
K
仙
台

放
送
局
」
を
視
察

い
た
し
ま
し
た
。

　花
渕
会
長
を
は

じ
め
と
し
た
役
員
と
会
員
の
皆
様
、
ま
た

事
務
局
の
皆
様
、
総
勢
27
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
朝
か
ら
激
し
い
雷
雨
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
が
、
J
R
本
塩
釜
駅
か
ら
バ
ス
に

て
出
発
し
、最
初
の
視
察
地「
ナ
ノ
テ
ラ
ス
」

様
に
到
着
。

　ニ
ュ
ー
ス
で
目
に
し
た
建
物
、
そ
し
て

耳
に
し
た
『
ナ
ノ
テ
ラ
ス
』
と
い
う
名
称
、

テ
レ
ビ
で
見
て
い
た
場
所
を
見
学
で
き
る

と
い
う
特
別
感
に
胸
が
躍
り
ま
す
。
バ
ス

を
降
り
る
頃
に
は
小
雨
と
な
り
、
施
設
内

へ
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
担
当
者
の
方
か

ら
施
設
の
仕
組
み
や
技
術
の
説
明
・
活
用

事
例
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
ご
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ナ
ノ
テ
ラ
ス
と
は
最
先
端

の
X
線
分
析
を
行
う
施
設
で
、
国
の
研
究

だ
け
で
は
な
く
、
会
員
で
あ
る
民
間
の
研

究
も
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。見
学
前
は
、

私
に
は
到
底
わ
か
ら
な
い
分
野
の
研
究
を

し
て
い
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
実
は
研
究
さ
れ
て
い
る
物
の
中
に
は

私
た
ち
が
普
段
触
れ
た
り
口
に
す
る
よ
う

な
身
近
な
も
の
も
多
く
、
当
た
り
前
の
よ

う
に
安
心
し
て
生
活
出
来
て
い
る
の
は
各

企
業
の
方
々

の
熱
心
な
研

究
の
お
か
げ

な
の
だ
と
知

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
実

際
に
機
械
の

近
く
ま
で
案

内
し
て
い
た

だ
い
た
の
で

す
が
、
こ
れ

は
放
射
光
施
設

と
し
て
国
内
初
、

実
験
ホ
ー
ル
が

放
射
線
管
理
区

域
で
は
な
い
た

め
近
付
く
こ
と

が
で
き
る
と
の

こ
と
で
す
。
研

究
内
容
・
技
術
・

施
設
、
全
て
に

お
い
て
世
界
最

高
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　ナ
ノ
テ
ラ
ス
の
後
は
「
N
H
K
仙
台
放

送
局
」
様
へ
。
職
員
の
方
の
ご
案
内
で
夕

方
番
組
の
ス
タ
ジ
オ
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
テ
レ
ビ
の
裏
側
は
大
変
興
味
深
く
、
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
同
じ
フ
ロ
ア

に
は
東
日
本
大
震
災
の
伝
承
施
設
が
あ
り
、

V
R
に
よ
る
映
像
体
験
や
、
地
震
発
生
時

か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
映
像
・
復
興
の
記
録
映

像
な
ど
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

大
き
く
太
い
柱
に
は
被
災
地
の
津
波
の
高

さ
が
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
高
さ
に
驚
き

と
恐
怖
を
感
じ
ま
し
た
。

　当
時
は
ラ
ジ
オ
が
情
報
源
だ
っ
た
た
め

見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
映

像
は
、
14
年
以
上
経
っ
た
今
見
て
も
大
変

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
も
の
で
し
た
が
、
こ
の

経
験
を
語
り
継
ぎ
防
災
へ
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。
見
学
後
は
、
N
H
K
仙
台
放
送
局

内
に
あ
る
『
や
っ
ぺ
ぇ
キ
ッ
チ
ン
』
に
て

昼
食
を
食
べ
、
無
事
塩
釜
へ
と
帰
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　今
回
初
め
て
移
動
研
修
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
ご
丁
寧
な
案
内
の
も
と
視

察
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
大
変
有
意
義
な

研
修
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
ま
し
て
、
塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　私
は
社
会
福
祉
法
人
亮
千
会

　大
代
保

育
園
に
栄
養
士
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
、

主
に
献
立
作
成
・
給
食
調
理
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
保
育
園
で
の
火
災
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
は
年
に
5
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

栄
養
士
は
厨
房
の
責
任
者
で
あ
り
、
厨
房

は
火
災
の
火
元
に
な
り
や
す
い
と
い
う
こ

と
か
ら
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
塩
釜
地
区

防
災
安
全
協
会
が
主
催
す
る
令
和
7
年
度

消
防
訓
練
視
察
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　訓
練
は
、
令
和
7
年
11
月
5
日
（
水
）

松
島
町
石
田
沢
防
災
セ
ン
タ
ー
（
避
難
施

設
）
に
お
い
て
， 

①
不
特
定
多
数
の
者
が

利
用
し
て
い
る
状
況
で
の
火
災
発
生
時
、

自
衛
消
防
隊
の
迅
速
か
つ
安
全
な
避
難
誘

導
体
制
の
確
立
及
び
消
防
隊
へ
の
正
確
な

情
報
伝
達
、②
消
防
隊
に
よ
る
山
林
火
災
発

生
時
に
お
け
る
初
期
対
応
及
び
梯
子
車
運

用
に
よ
る
現
場
活
動
、③
防
災
セ
ン
タ
ー
と

災
害
協
定
を
結
ん
で
い
る
機
関
と
消
防
隊

が
連
携
し
た
情
報
等
を
共
有
し
現
場
活
動

の
向
上
を
図
る
こ
と
。
こ
の
3
つ
の
項
目

を
訓
練
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
想

定
は
、
石
田
沢
防
災
セ
ン
タ
ー
北
側
山
林

か
ら
火
災
が
発
生
し
強
風
に
煽
ら
れ
同
セ

ン
タ
ー
へ
延
焼
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た

山
林
内
の
作
業
員
数
名
と
同
セ
ン
タ
ー
内

に
数
名
の
逃
げ
遅
れ
者
が
発
生
し
た
と
い

う
内
容
で
し
た
。

　私
は
今
回
初
め
て
こ
の
研
修
会
に
参
加

し
ま
し
た
が
、
自
衛
消
防
隊
と
し
て
初
期

消
火
訓
練
へ
の
参
加
も
依
頼
さ
れ
、
自
園

の
避
難
訓
練
に
も
参
考
に
な
る
と
思
い
快

く
承
諾
い
た
し
ま
し
た
。
訓
練
開
始
前
に

は
消
防
署
員
の
方
か
ら
丁
寧
な
説
明
を
受

け
、
良
い
緊
張
感
の
も
と
訓
練
が
開
始
し

ま
し
た
。
訓
練
は
、
私
が
火
災
発
生
場
所

の
近
く
に
居
合
わ
せ
た
と
い
う
設
定
で
初

期
消
火
の
手
伝
い
を
お
願
い
さ
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の

自
衛
消
防
隊
の
方
と
一
緒
に
実
際
に
火
が

出
る
装
置
に
向
か
っ
て
訓
練
用
水
消
火
器

を
放
射
し
、
無
事
消
火
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
迅
速
な
対
応
に
よ

る
訓
練
を
見
学
い
た
し
ま
し
た
。
消
防
隊

員
に
よ
る
訓
練
は
と
て
も
迫
力
が
あ
り
、

迅
速
に
救
助
す
る
場
面
や
消
火
活
動
の
一

連
の
流
れ
を
間
近
に
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
参
考
に
な
る
訓
練
で
し
た
。
そ

の
一
方
で
、
通
報
か
ら
消
防
隊
到
着
ま
で

は
ど
う
し
て
も
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う

こ
と
、
す
ぐ
に
は
到
着
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
、
火
元
が
小
さ
い
う
ち

の
初
期
消
火
が
ど
れ
ほ
ど
ま
で
に
重
要
な

こ
と
か
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　当
園
は
、
0
歳
児
か
ら
5
歳
児
ま
で
の

園
児
74
名
と
職
員
2323

名
が
在
籍
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
回
の
研
修
を
通
し
て
学
ん

だ
迅
速
な
避
難
誘
導
・
火
災
発
生
時
の
初

期
対
応
・
逃
げ
遅
れ
者
の
対
応
に
つ
い
て
、

職
員
間
で
共
有
し
、
子
ど
も
た
ち
に
避
難

訓
練
の
大
切
さ
を
話
し
な
が
ら
実
践
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

小
さ
な
命
を
守
る
た
め
に
火
の
元
の
確
認

を
怠
ら
ず
火
の
用
心
を
心
が
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　最
後
に
、
こ
の
研
修
会
を
企
画
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会

の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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。
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、
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場
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・
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全
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界
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で
あ
る
こ
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を
学
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こ
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が
で

き
ま
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た
。

　ナ
ノ
テ
ラ
ス
の
後
は
「
N
H
K
仙
台
放

送
局
」
様
へ
。
職
員
の
方
の
ご
案
内
で
夕

方
番
組
の
ス
タ
ジ
オ
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
テ
レ
ビ
の
裏
側
は
大
変
興
味
深
く
、
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
同
じ
フ
ロ
ア

に
は
東
日
本
大
震
災
の
伝
承
施
設
が
あ
り
、

V
R
に
よ
る
映
像
体
験
や
、
地
震
発
生
時

か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
映
像
・
復
興
の
記
録
映

像
な
ど
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

大
き
く
太
い
柱
に
は
被
災
地
の
津
波
の
高

さ
が
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
高
さ
に
驚
き

と
恐
怖
を
感
じ
ま
し
た
。

　当
時
は
ラ
ジ
オ
が
情
報
源
だ
っ
た
た
め

見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
映

像
は
、
14
年
以
上
経
っ
た
今
見
て
も
大
変

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
も
の
で
し
た
が
、
こ
の

経
験
を
語
り
継
ぎ
防
災
へ
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。
見
学
後
は
、
N
H
K
仙
台
放
送
局

内
に
あ
る
『
や
っ
ぺ
ぇ
キ
ッ
チ
ン
』
に
て

昼
食
を
食
べ
、
無
事
塩
釜
へ
と
帰
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　今
回
初
め
て
移
動
研
修
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
ご
丁
寧
な
案
内
の
も
と
視

察
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
大
変
有
意
義
な

研
修
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
ま
し
て
、
塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　私
は
社
会
福
祉
法
人
亮
千
会

　大
代
保

育
園
に
栄
養
士
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
、

主
に
献
立
作
成
・
給
食
調
理
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
保
育
園
で
の
火
災
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
は
年
に
5
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

栄
養
士
は
厨
房
の
責
任
者
で
あ
り
、
厨
房

は
火
災
の
火
元
に
な
り
や
す
い
と
い
う
こ

と
か
ら
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
塩
釜
地
区

防
災
安
全
協
会
が
主
催
す
る
令
和
7
年
度

消
防
訓
練
視
察
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　訓
練
は
、
令
和
7
年
11
月
5
日
（
水
）

松
島
町
石
田
沢
防
災
セ
ン
タ
ー
（
避
難
施

設
）
に
お
い
て
， 

①
不
特
定
多
数
の
者
が

利
用
し
て
い
る
状
況
で
の
火
災
発
生
時
、

自
衛
消
防
隊
の
迅
速
か
つ
安
全
な
避
難
誘

導
体
制
の
確
立
及
び
消
防
隊
へ
の
正
確
な

情
報
伝
達
、②
消
防
隊
に
よ
る
山
林
火
災
発

生
時
に
お
け
る
初
期
対
応
及
び
梯
子
車
運

用
に
よ
る
現
場
活
動
、③
防
災
セ
ン
タ
ー
と

災
害
協
定
を
結
ん
で
い
る
機
関
と
消
防
隊

が
連
携
し
た
情
報
等
を
共
有
し
現
場
活
動

の
向
上
を
図
る
こ
と
。
こ
の
3
つ
の
項
目

を
訓
練
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
想

定
は
、
石
田
沢
防
災
セ
ン
タ
ー
北
側
山
林

か
ら
火
災
が
発
生
し
強
風
に
煽
ら
れ
同
セ

ン
タ
ー
へ
延
焼
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た

山
林
内
の
作
業
員
数
名
と
同
セ
ン
タ
ー
内

に
数
名
の
逃
げ
遅
れ
者
が
発
生
し
た
と
い

う
内
容
で
し
た
。

　私
は
今
回
初
め
て
こ
の
研
修
会
に
参
加

し
ま
し
た
が
、
自
衛
消
防
隊
と
し
て
初
期

消
火
訓
練
へ
の
参
加
も
依
頼
さ
れ
、
自
園

の
避
難
訓
練
に
も
参
考
に
な
る
と
思
い
快

く
承
諾
い
た
し
ま
し
た
。
訓
練
開
始
前
に

は
消
防
署
員
の
方
か
ら
丁
寧
な
説
明
を
受

け
、
良
い
緊
張
感
の
も
と
訓
練
が
開
始
し

ま
し
た
。
訓
練
は
、
私
が
火
災
発
生
場
所

の
近
く
に
居
合
わ
せ
た
と
い
う
設
定
で
初

期
消
火
の
手
伝
い
を
お
願
い
さ
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の

自
衛
消
防
隊
の
方
と
一
緒
に
実
際
に
火
が

出
る
装
置
に
向
か
っ
て
訓
練
用
水
消
火
器

を
放
射
し
、
無
事
消
火
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
迅
速
な
対
応
に
よ

る
訓
練
を
見
学
い
た
し
ま
し
た
。
消
防
隊

員
に
よ
る
訓
練
は
と
て
も
迫
力
が
あ
り
、

迅
速
に
救
助
す
る
場
面
や
消
火
活
動
の
一

連
の
流
れ
を
間
近
に
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
参
考
に
な
る
訓
練
で
し
た
。
そ

の
一
方
で
、
通
報
か
ら
消
防
隊
到
着
ま
で

は
ど
う
し
て
も
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う

こ
と
、
す
ぐ
に
は
到
着
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
、
火
元
が
小
さ
い
う
ち

の
初
期
消
火
が
ど
れ
ほ
ど
ま
で
に
重
要
な

こ
と
か
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　当
園
は
、
0
歳
児
か
ら
5
歳
児
ま
で
の

園
児
74
名
と
職
員
2323

名
が
在
籍
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
回
の
研
修
を
通
し
て
学
ん

だ
迅
速
な
避
難
誘
導
・
火
災
発
生
時
の
初

期
対
応
・
逃
げ
遅
れ
者
の
対
応
に
つ
い
て
、

職
員
間
で
共
有
し
、
子
ど
も
た
ち
に
避
難

訓
練
の
大
切
さ
を
話
し
な
が
ら
実
践
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

小
さ
な
命
を
守
る
た
め
に
火
の
元
の
確
認

を
怠
ら
ず
火
の
用
心
を
心
が
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　最
後
に
、
こ
の
研
修
会
を
企
画
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会

の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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防
災
講
演
会
を
聴
講
し
て

職
業
訓
練
法
人 

塩
釜
建
設
技
能
者
訓
練
協
会
　

　佐
　藤
　玲
　子

『
記
念
講
演
を
聴
講
し
て
』

『
記
念
講
演
を
聴
講
し
て
』

結
城
運
輸
倉
庫
株
式
会
社
仙
台
支
店

　小
　野
　一
　徳

結
城
運
輸
倉
庫
株
式
会
社
仙
台
支
店

　小
　野
　一
　徳

　
令
和
7
年
11
月
20
日
（
木
）
七
ヶ
浜
国

際
村
ホ
ー
ル
で
秋
の
火
災
予
防
運
動
へ
の

参
画
事
業
の
一
環
と
し
て
、「
令
和
7
年
度

防
災
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
参
加
い
た
し

ま
し
た
。
毎
回
、
拝
聴
す
る
こ
と
で
防
火

防
災
意
識
・
思
想
が
高
ま
り
、
災
害
時
や

い
ざ
と
い
う
時
の
対
策
・
行
動
な
ど
を
見

直
せ
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。
私
は
会
員

事
業
所
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
多
く
の
皆
様
に
聞
い
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
内
容
の
講
演
会
が
毎

回
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
長
年
、
気
象
予
報
や
気
象
観
測

業
務
に
従
事
し
、
現
在
は
気
象
予
報
士
や

防
災
士
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
お
て
ん
き

ぼ
う
さ
い
ラ
ボ
」
代
表
　
木
立
芳
行
先
生

の
「
気
候
が
狂
え
ば
、災
害
も
暴
れ
る
〜
今
、

私
た
ち
が
知
る
べ
き
地
球
温
暖
化
と
防
災

の
話
〜
」
が
演
題
で
し
た
。
地
球
温
暖
化

の
仕
組
み
、
温
暖
化
が
進
む
と
ど
う
な
る

の
か
、
温
暖
化
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

な
ど
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
地
球
の
気
温
は
1
0
0
年
で
約
1
度
上

昇
し
、
日
本
の
気
温
は
約
1
・
4
度
上
昇

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
熱
中
症

が
原
因
で
亡
く
な
る
方
が
増
え
て
い
る
こ

と
、
海
水
温
度
が
上
昇
し
て
台
風
が
巨
大

化
し
た
り
、
雨
の
降
る
パ
タ
ー
ン
が
大
き

く
変
わ
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
は
日
常
的

に
情
報
と
し
て
耳
に
入
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
身
近

で
起
き
て
い
る
昨
今
、
１
人
ひ
と
り
が
緩

和
策
・
適
応
策
を
考
え
な
が
ら
生
活
し
な

け
れ
ば
10
年
後
、
50
年
後
、
1
0
0
年
後

の
地
球
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
不
安
な

気
持
ち
で
聞
い
て
い
る
と
、
先
生
が
「
こ

の
地
球
は
先
祖
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
で

は
な
い
。
我
々
の
子
孫
か
ら
借
り
て
い
る

も
の
な
の
だ
。」
と
い
う
言
葉
を
お
っ
し
ゃ

り
、
心
に
響
き
ま
し
た
。
先
生
が
お
っ
し

ゃ
っ
た
よ
う
に
、
借
り
た
も
の
は
き
れ
い

な
状
態
で
返
す
た
め
の
行
動
と
対
策
を
考

え
な
が
ら
生
活
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　
具
体
的
に
は
CO2
二
酸
化
炭
素
の
増
加
が

地
球
温
暖
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の

で
、
ご
み
を
減
ら
す
、
衣
類
を
調
整
し
エ

ア
コ
ン
の
冷
房
温
度
を
1
℃
上
げ
る
（
暖

房
は
1
℃
下
げ
る
）
な
ど
CO2
排
出
量
の
削

減
に
つ
な
が
る
よ
う
な
生
活
を
心
が
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
他
に
も
災
害
時
の
避
難

の
仕
方
や
避
難
所
で
の
心
が
け
な
ど
貴
重

な
お
話
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
帰
宅
後
は
家
族
や
職
場
で
東
日
本
大
震

災
を
含
め
防
災
に
つ
い
て
の
対
策
な
ど
を

お
互
い
に
確
認
す
る
き
っ
か
け
に
も
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
講
演
会
を
企
画
・
運
営
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
塩
釜
地
区
防
災
安

全
協
会
の
皆
様
、
講
師
の
木
立
先
生
、
関

係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
１
月
16
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス
塩
釜
に
て
、
設
立
30
周
年
記
念

式
典
・
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会
設
立

30
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

協
会
に
携
わ
れ
た
会
員
の
皆
様
、
関
係
者

の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
式
典
後
に
は
「
地
域
企
業
の
価

値
を
高
め
、
想
い
を
伝
え
る
広
報
㏚
の
コ

ツ
」
の
演
題
に
て
、
元
Ｔ
Ｂ
Ｃ
東
北
放
送

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
現
在
は
㈱
ア
タ
ラ
シ
イ

ケ
シ
キ
代
表
取
締
役
　
名
久
井
麻
利
　
様

の
記
念
講
演
会
を
拝
聴
致
し
ま
し
た
。
講

演
会
が
始
ま
り
演
題
を
み
て
、
弊
社
は
企

業
名
が
示
す
通
り
、
物
流
会
社
で
あ
り
倉

庫
寄
託
の
会
社
で
す
。
仙
台
支
店
管
轄
は
、

物
流
に
お
い
て
は
、
危
険
物
で
あ
る
石
油

製
品
の
輸
送
を
メ
イ
ン
に
仕
事
を
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
、「
企
業
価
値
を
高
め
る
」「
想

い
を
伝
え
る
」
広
報
㏚
の
コ
ツ
と
は
…
弊

社
の
場
合
ど
う
な
る
か
…
？
と
頭
が
追
い

付
か
な
い
感
じ
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

実
践
ワ
ー
ク
に
て
、【U

SP

・U
nique 

Selling Proposition

】
自
社
の
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
だ
け
が
持
つ
、
顧
客
に
提
供
で

き
る
独
自
の
強
み
や
価
値
と
の
説
明
を
受

け
、弊
社
の
『
顧
客
は
』、荷
主
、積
込
先
（
製

油
所
、
油
槽
所
）、
配
送
先
、
配
送
先
の
従

業
員
、
仕
事
に
て
利
用
す
る
往
復
の
路
上

を
利
用
さ
れ
て
い
る
地
域
の
皆
様
、
ま
た

安
全
な
状
況
に
て
（
走
行
・
業
務
を
終
え

て
）
帰
庫
す
る
事
を
信
じ
て
待
つ
当
該
事

務
所
の
従
業
員
等
、
頭
の
中
が
整
理
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
が
、
次
の
『
独
自
の
強
み
、

価
値
と
は
何
か
』
に
つ
い
て
は
、
自
身
の

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
読
み
返
す
と
、
石
油
と

は
社
会
・
生
活
イ
ン
フ
ラ
に
は
欠
か
せ
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
。
経
済
活
動
、
日

常
生
活
を
支
え
る
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
と

し
て
不
可
欠
な
役
割
。
且
つ
消
耗
品
で
も

あ
る
事
か
ら
供
給
体
制
を
止
め
る
訳
に
は

い
か
な
い
業
態
で
あ
る
…
と
書
き
残
こ
さ

れ
、
時
間
的
な
制
約
も
あ
り
そ
こ
か
ら
の

思
考
は
止
ま
り
、
未
完
成
の
ま
ま
の
状
況

で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
テ
ー
マ
で
あ
る
『
社
会
性
の

あ
る
切
り
口
』
、
『
今
取
り
上
げ
ら
れ
る

べ
き
理
由
』
に
つ
い
て
の
記
載
は
、
２
０

２
４
年
問
題
と

人
員
確
保
の
み

記
述
が
あ
り
、

実
践
ワ
ー
ク
の

時
間
内
で
の
結

論
は
で
な
か

っ
た
の
が
現
状

で
す
。
そ
の
様

な
状
況
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、

改
め
て
今
回
の
講
演
会
を
通
じ
て
学
ん
だ

事
は
、
日
々
断
片
的
に
感
じ
て
い
る
事
を

整
理
す
る
事
で
（
切
り
口
が
複
数
あ
る
事

で
）
、
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
幅
が
広
が
る

と
い
う
事
で
す
。
物
流
業
界
は
、
働
き
方

改
革
関
連
法
に
よ
り
、
２
０
２
４
年
４

月
か
ら
時
間
外
労
働
の
制
限
等
、
物
流
の

適
正
化
や
生
産
性
向
上
の
対
策
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う
人
員

不
足
等
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
今
回

学
ん
だ
事
、
感
じ
た
事
を
生
か
し
、
大
正

12
年
11
月
創
業
で
あ
る
弊
社
の
創
業
理
念

「
物
流
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る
」
に

基
づ
き
、
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
様
な
貴
重
な
講
演
会
を

企
画
し
て
頂
き
ま
し
た
設
立
30
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
の
皆
様
と
講
師
の
名
久

井
麻
利
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



－９－ － 4－

第42回消火技術コンクールの結果第42回消火技術コンクールの結果
　10月3日㈮、利府町のモリリン加瀬沼公園において第42回消火技
術コンクールが開催されました。昨年度雨天中止により2年ぶりの開催
となった今回のコンクールは、会員事業所を含む各事業所、女性防火ク
ラブ、自主防災組織及び各市町から、67チーム134名もの選手が出場
し、日頃の訓練成果を発揮しようと皆さん懸命に取り組んでいました。
前々回に引き続き住宅用火災警報器の設置と点検・交換の促進を目
的として、警報音を競技開始の合図にしたり、また、今回から改良型の
消火的を導入したりと、より一層実践的で効果的な競技となりました。
さらに始消式では寺澤薫七ヶ浜町長も消火活動を披露したほか、防災用品が当たる防火防災〇×クイズも行われま
した。
　もしものときに備え、ぜひ次回以降もより多くの会員事業所皆様の出場をお待ちしております。

１　女性防火クラブの部：28チーム出場

順位
第1位
第2位
第3位

順位
第1位
第2位
第3位

総タイム
16秒400
17秒470
17秒590

チ　ー　ム　名
七ヶ浜町女性防火クラブ連合会　境山支部
松島町女性防火クラブ連合会　松島地区
七ヶ浜町女性防火クラブ連合会　花渕浜支部

２　自主防災組織の部：2チーム出場

順位
第1位
第2位

総タイム
20秒920
25秒120

チ　ー　ム　名
塩竈市 青葉ヶ丘町内会Ａ
塩竈市 青葉ヶ丘町内会Ｂ

３　一般男子の部：27チーム出場

総タイム
9秒870
9秒970
11秒050

チ　ー　ム　名
利府町役場　男子Ａ
七ヶ浜町役場　男子Ａ

東北電機製造株式会社　男子Ａ

４　一般女子の部：10チーム出場

順位
第1位
第2位
第3位

総タイム
8秒960
12秒410
13秒530

チ　ー　ム　名
七ヶ浜町役場　女子Ａ
利府町役場　女子Ｂ
利府町役場　女子Ａ

始消式



－３－ － 10－

令和7年の火災概要 消防本部予防課

（令和8年1月末日現在）
１　出火件数が前年比で12件減少
　出火件数が41件で前年に比べ12件減少し、おおよそ9
日に1件の割合で火災が発生しました。火災種別では建物
火災が28件（前年27件）で最も多く、以下その他の火災、
車両火災、船舶火災の順（林野火災は0件）になりました。

２　出火原因は「電気関係」が最多
　出火原因は「電気関係」が9件で最も多く、次いで「こん
ろ」が4件、「たばこ」、「放火・放火の疑い」がともに3件、「火
遊び」、「ストーブ」、「溶接の火花」がいずれも1件の順にな
りました。

３　負傷者が増加
　火災による死者が3人（前年3人）、負傷者が13人（同10
人）発生しました。

４　初期消火成功率は68％(17件成功)
　出火件数41件のうち初期消火が25件（61.0％）で実施
され、このうち17件（68.0％）が消火に成功しました。

令和 7年の救急概要 消防本部警防課

１　出場件数・搬送人員がともに過去最多
　出場件数が 10,677 件（前年比 172 件増）、搬送人員が
10,074 人（同 144 人増）となり、どちらも過去最多とな
りました。これは１日平均約 29 件救急車が出場し、住
民の 18.09 人に１人の割合で救急隊によって救急搬送さ
れたことになります。

２　「急病」が最多（事故別出場件数）
　急病が 7,439 件（全体の約 70％）で最も多く、次いで
一般負傷が 1,697 件（同 16％ )、以下、転院搬送、交通
事故の順になりました。

３　「中等症」が最多（傷病程度別搬送人員）
　中等症が 6,115 人（同 61％）で最も多く、次いで軽症
が 2,835 人（同 28％）、以下、重症、死亡の順になりました。

４　年齢区分別搬送人員
　高齢者（65歳以上）が 6,667 人（同 66％）で最も多く、
次いで成人が 2,564 人（同 25％）、以下、乳幼児、少年、
新生児の順になりました。

令和7年の救助概要 消防本部警防課

１　出動件数・救助人員がともに減少
　出動件数が48件（前年比3件減）、救助人員が49人（同5
人減）となり、前年からともに減少しました。

２　「建物等による事故」が最多（事故別出動件数）
　建物等による事故が20件（全体の42％）で最も多く、次
いで交通事故が12件（同25％）、以下、その他の事故、水難
事故、火災、機械による事故の順になりました。
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総　　計 

建　　物 

　住 　宅

林　　野 

車　　両 

船　　舶 

そ の 他 

焼損棟数

り災世帯/人員

損害額

死者/負傷者

出
　火
　件
　数

件

棟

世帯/人

千円

人

区　　分 単位 総　計 塩竈市 多賀城市 松島町 七ヶ浜町 利府町

市町別火災発生状況　※（　）は前年の出火件数

10,677

3,574

3,126

1,113

927

1,931

6

10,074

3,346

2,961

1,040

866

1,855

6

急　　病

一般負傷

転院搬送

交通事故

運動競技

自損行為

労働災害

中等症

軽症

重症

死亡

7,439

1,697

935

347

72

59

57

6,115

2,835

1,001

123

合　計

塩竈市

多賀城市

松島町

七ヶ浜町

利府町

他市町

市町別救急発生状況 事故種別救急出場件数

48

9

19

3

5

11

1

49

9

20

3

5

11

1

建物等に
よる事故

交通事故

その他
の事故

水難事故

火災

機械による
事故

20

12

8

4

3

1

合　計

塩竈市

多賀城市

松島町

七ヶ浜町

利府町

他市町

市町別救助発生状況 事故種別救助出動件数

傷病程度別搬送人員

記
念
表
彰
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

☆
個
人
表
彰

　長
年
、
役
員
を
務
め
ら
れ
た
現
役
員
に
対

し
感
謝
状
を
贈
呈

役
員
歴
10
期
20
年
以
上

　会

　
　長

　
　花
渕

　
　豊

（
東
陽
防
災
設
備
株
式
会
社
）

　副
会
長

　
　米
澤

　
　彰

（
株
式
会
社
共
和
電
業 

多
賀
城
営
業
所
）

　理

　
　事

　
　阿
部 

勘
九
郎

（
東
日
本
自
動
車
学
校
）

役
員
歴
5
期
10
年
以
上

　副
会
長

　
　高
橋

　利
滋

（
大
郷
運
輸
株
式
会
社
）

防
火
管
理
部
会

　副
部
会
長

　
　磯
田

　光
貴

（
松
島
国
際
観
光
株
式
会
社 

ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘
）

危
険
物
保
安
部
会

　副
部
会
長

　
　伊
藤

　幸
夫

（
東
北
ド
ッ
ク
鉄
工
株
式
会
社
）

危
険
物
保
安
部
会

　副
部
会
長

　
　宮
田

　静
雄

（
出
光
興
産
株
式
会
社
塩
釜
油
槽
所
）

　理

　
　事

　
　稲
富

　慶
雲

（
宗
教
法
人 

瑞
巌
寺
）

　総
会
議
長
11
回

　棕
澤

　
　徹

（
東
日
本
自
動
車
学
校
）

☆
事
業
所
表
彰

　長
年
、
役
員
を
務
め
ら
れ
た
現
役
員
事
業

所
に
対
し
感
謝
状
を
贈
呈

役
員
歴
15
期
30
年
以
上

　松
島
国
際
観
光
株
式
会
社

　
　
　
　
　

 

ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘

　出
光
興
産
株
式
会
社 

塩
釜
油
槽
所

　医
療
法
人
社
団
赤
石
会 

赤
石
病
院

　塩
釜
ガ
ス
株
式
会
社

　医
療
法
人
菅
野
愛
生
会 

緑
ヶ
丘
病
院

　日
本
農
産
工
業
株
式
会
社 

塩
釜
工
場

　塩
釜
商
工
会
議
所

　株
式
会
社
ア
イ
ザ
ワ

　カ
メ
イ
株
式
会
社
宮
城
支
店 

塩
釜
営
業
所

　東
西
オ
イ
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
塩
釜
油
槽
所

　ソ
ニ
ー
ス
ト
レ
ー
ジ
メ
デ
ィ
ア
株
式
会
社

　東
北
電
機
製
造
株
式
会
社

　ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
多
賀
城

　カ
メ
イ
物
流
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　E
N
E
O
S
株
式
会
社 

仙
台
製
油
所

　株
式
会
社
ニ
ヤ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　東
北
支
店 

多
賀
城
事
業
所

　理
研
食
品
株
式
会
社 

仙
台
新
港
工
場

　東
北
電
力
株
式
会
社 

仙
台
火
力
発
電
所

　日
本
ア
ル
コ
ー
ル
販
売
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　仙
台
支
店

役
員
歴
10
期
20
年
以
上

　東
陽
防
災
設
備
株
式
会
社

　株
式
会
社
共
和
電
業 

多
賀
城
営
業
所

　株
式
会
社
白
寿
殿

　東
日
本
自
動
車
学
校

　志
波
彦
神
社
・
鹽
竈
神
社

　東
北
緑
化
環
境
保
全
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　環
境
分
析
セ
ン
タ
ー

　宗
教
法
人 

瑞
巌
寺

　東
北
発
電
工
業
株
式
会
社 

利
府
製
作
工
場

　東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　新
幹
線
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

役
員
歴
5
期
10
年
以
上

　大
郷
運
輸
株
式
会
社

　東
北
ド
ッ
ク
鉄
工
株
式
会
社

　パ
レ
ス
松
洲

設
立
30
周
年
記
念

　
　式
典・講
演
会・祝
賀
会
開
催
‼

設
立
30
周
年
記
念

　
　式
典・講
演
会・祝
賀
会
開
催
‼

　平
成
7
年
4
月
に
塩
釜
地
区
防
火
管
理
者
協
議
会
と
塩
釜
地
区
危
険
物
安
全
協
会
が

合
併
し
、
塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会
が
設
立
さ
れ
て
30
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
令
和

8
年
1
月
16
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
塩
釜
に
て
、
設
立
30
周
年
記
念
式
典
・
講

演
会
・
祝
賀
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
、
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
式
典
で
は
長
年
役
員
及
び
役

員
事
業
所
を
務
め
ら
れ
、
会
の
発
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
方
へ
の
記
念
表
彰

並
び
に
現
会
員
事
業
所
に
対
す
る
記
念
品
の
贈
呈
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　記
念
講
演
会
で
は
、「
地
域
企
業
の
価
値
を
高
め
、
想
い
を
伝
え
る
広
報
P
R
の
コ

ツ
」
と
題
し
て
、
株
式
会
社
ア
タ
ラ
シ
イ
ケ
シ
キ 

代
表
取
締
役
・
P
R
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
名
久
井 

麻
利 

様
か
ら
大
変
貴
重
な
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　記
念
祝
賀
会
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
当
時
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
会
を
祝
し

て
ゲ
ッ
ト
・
ハ
イ
・
ア
ー
ツ
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
皆
様
に
よ
る
心
地
よ
い
演
奏
と
、

柔
ら
か
な
歌
声
に
よ
る
ラ
イ
ブ
や
防
災
用
品
が
当
た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
よ
り
一
層

の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
素
晴
ら
し
い
記
念
事
業
の
開
催
に
向
け
て
、
企
画
及
び
運
営

等
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
実
行
委
員
会
委
員
長
の
米
澤
副
会
長
を
は
じ
め
委
員

の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　事

　務

　局

　長

出場件数 搬送人員

出動件数 搬送人員



　
令
和
7
年
度
定
期
総
会
に
お
い
て
、
日
頃

の
防
火
管
理
又
は
危
険
物
保
安
に
関
し
て
功

績
が
認
め
ら
れ
た
会
員
事
業
所
及
び
個
人
の

皆
様
に
対
し
、
会
長
よ
り
表
彰
状
と
楯
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
じ
く
永
年
に
わ
た
る
危
険
物
施

設
の
安
全
管
理
や
危
険
物
の
安
全
な
取
扱
い

作
業
等
へ
の
功
労
が
認
め
ら
れ
、
会
員
事
業

所
及
び
個
人
が
宮
城
県
知
事
よ
り
優
良
危
険

物
取
扱
事
業
所
表
彰
、（
一
社
）
宮
城
県
危

険
物
安
全
協
会
連
合
会
会
長
よ
り
優
良
危
険

物
取
扱
事
業
所
表
彰
並
び
に
特
別
表
彰
を
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
ま
し
た
事
業
所
そ
し
て
個
人
の

皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

 

塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会
表
彰

◎
令
和
7
年
5
月
28
日
（
水
）

　（
塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会
定
期
総
会
）

　
　
於
：
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
塩
釜

◆
優
良
事
業
所
表
彰
　
12
事
業
所

【
防
火
管
理
部
会
】　
　
7
事
業
所

　
塩
竈
市

　
・
株
式
会
社
サ
ン
デ
ー 

塩
釜
店

　
・
学
校
法
人
東
園
寺
学
園

　
　
　
塩
釜
第
二
中
央
幼
稚
園

　
多
賀
城
市

　
・
多
賀
城
市
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ

　
・
宮
城
県
貞
山
高
等
学
校

　
松
島
町

　
・
ホ
テ
ル 

絶
景
の
館

　
七
ヶ
浜
町

　
・
学
校
法
人
同
性
寺
学
園 

汐
見
台
こ
ど
も
園

　
利
府
町

　
・
有
料
老
人
ホ
ー
ム 

サ
ン
・
パ
レ
加
瀬

【
危
険
物
保
安
部
会
】　
5
事
業
所

　
塩
竈
市

　
・
株
式
会
社
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス 

塩
釜
営
業
所

　
多
賀
城
市

　
・
ミ
ラ
イ
フ
東
日
本
株
式
会
社

　
　
　
　
　
塩
釜
灯
油
セ
ン
タ
ー

　
松
島
町

　
・
松
島
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

ど
ん
ぐ
り

　
七
ヶ
浜
町

　
・
株
式
会
社 

丸
運
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
東
日
本

宮
城
営
業
所

　
利
府
町

　
・
利
府
仙
台
ロ
イ
ヤ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

◆
優
良
個
人
表
彰
　
　
３
名

【
防
火
管
理
部
会
】　
１
名

　
多
賀
城
市

　
・
社
会
福
祉
法
人
お
ひ
さ
ま
と
月
の
里

　
　
　
あ
か
ね
保
育
所
 

中
鉢
　
義
徳

【
危
険
物
保
安
部
会
】　
2
名

　
塩
竈
市

　
・
有
限
会
社 

櫻
井
住
設
 

櫻
井
　
修
平

　
多
賀
城
市

　
・
株
式
会
社
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
仙
台
工
場

 

逸
見
　
　
力

 

宮
城
県
知
事
褒
状

（
危
険
物
保
安
関
係
功
労
者
等
表
彰
）

◎
令
和
7
年
6
月
23
日
（
月
）

（
宮
城
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
危
険
物

　
安
全
大
会
）

　
　
於
：
ホ
テ
ル
白
萩

◆
優
良
危
険
物
取
扱
事
業
所
表
彰

　
利
府
町

　
・
株
式
会
社 

三
陸
物
産

　
　
　
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
利
府
Ｓ
Ｓ

 
宮
城
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
会
長
表
彰

◎
令
和
7
年
6
月
23
日
（
月
）

（
宮
城
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
危
険
物

　
安
全
大
会
）

　
　
於
：
ホ
テ
ル
白
萩

優
良
事
業
所
表
彰

　
塩
竈
市

　
・
三
喜
運
輸 

株
式
会
社

　
多
賀
城
市

　
・
株
式
会
社 

宮
城
陸
送

　
利
府
町

　
・
株
式
会
社 

東
日
本
宇
佐
美

　
　
　
利
府
バ
イ
パ
ス
給
油
所

特
別
表
彰
（
感
謝
状
：
長
年
、
役
員
と
し
て

連
合
会
の
発
展
に
寄
与
）

　
阿
部 

建
夫
（
前
当
協
会
会
長
）
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祝 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

祝 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!!!

（一社）

　令和7年中の火災事例を紹介します。同様の火災を発生させないよう発生原因等を知り、火災予防にお
役立て下さい。私たちのまちから火災を無くしましょう！

※写真とイラストはイメージであり、紹介事例とは関係ありません。

　　　　　　　　ファンヒーターの温風で周囲にあった可燃物が発火
　１月、石油ファンヒーターから吹き出された温風で、周囲にあった可燃物が発火点になるまで過熱され
たため発火し延焼拡大した。居住者2名が負傷した。

　　　　　　　　たばこの不始末
　３月、たばこの消火不完全により灰皿内の山盛りの吸い殻に着火し、灰皿が
割れ、周囲にあった紙くず等に燃え移った。

　　　　　　　　スプレー缶の可燃性ガスに
　　　　　　　　ガスコンロの火が引火
　3月、台所内でスプレー缶のガス抜きをしていたところ、滞留した可燃
性ガスに使用中のガスコンロの火が引火した。
　居住者１名が負傷した。

　　　　　　　　枝葉、枯葉を燃やすためにつけた火が周囲の立ち木に延焼
　5月、庭の剪定作業で発生した枝葉と枯葉を燃やすために、着火ライター
で火をつけたところ、周囲の立ち木に延焼拡大した。
　

焼却炉で燃やしたごみを
消火不十分のまま枯草の上に放置

　11月、焼却炉で燃やしたごみを消火不十分のまま枯草の上に放置
したことで、枯草に着火し延焼拡大した。

　　　　　　　　ガステーブルのグリルで食品を
　　　　　　　　加熱したまま放置
　11月、ガステーブルのグリルで食品を焼き始めた後、そのまま放置し
たことにより、グリル内に溜まった食品の油脂が過熱発火した。居住者
１名が負傷した。
　また、これ以前の2月と4月には、オーブントースターで調理中に同様
の事例が発生した。

令和７年管内の火災事例令和７年管内の火災事例 塩釜地区消防事務組合消防本部予防課

火災事例１火災事例１

火災事例２火災事例２

火災事例３火災事例３

火災事例５火災事例５

火災事例４火災事例４

火災事例６火災事例６

※独立行政法人製品評価技術基盤機構
　（NITE）の再現実験であり、本事例と
　は関係ありません。

火災の早期発見と
初期消火のため、
住宅用火災警報器と
住宅用消火器を
設置・点検・交換
しましょう！

１　火をかけたら、その場を離れない！
２　取扱説明書に従い適切に使用する！
３　常に整理、整頓、清掃するよう心掛ける！
４　安全装置が付いた製品を使用しましょう！
５　近くに燃えやすいものを置かない！
６　着衣に着火しないよう注意する！
　　➡　こんろの奥にある物を取るとき等は、火を消してから！
　　　　エプロンやアームカバーには防炎製品を使用しましょう。
７　万一、天ぷら鍋等の油の火災が発生しても絶対に水をかけてはいけません！
　　炎が急拡大してしまいます。消火器やエアゾール式簡易消火器具で落ち着い
　　て消火しましょう。

こんろ使用上の注意点

野焼き（野外で家庭ごみ
などを燃やすこと）は、
原則禁止されています！



　
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
当
協
会
の

事
業
運
営
に
格
別
な
る
ご
理
解
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
今
年
度
計

画
し
て
い
た
各
事
業
も
計
画
通
り
実

施
さ
れ
、
当
協
会
の
目
的
で
あ
り
ま

す
防
火
防
災
思
想
の
普
及
高
揚
と
会

員
相
互
の
融
和
親
睦
に
大
き
な
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
今
年
度
は
当
協
会
が
設
立
さ
れ
て

か
ら
30
周
年
の
大
き
な
節
目
の
年
で

あ
り
、
過
日
、
多
く
の
ご
来
賓
の
皆

様
の
ご
臨
席
の
も
と
、
盛
会
の
う
ち

に
記
念
式
典
・
講
演
会
・
祝
賀
会
を

挙
行
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
の
上

な
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
、
会
員
皆
様
方
の
ご
支
援
と

ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
重
ね
て
感

謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後

も
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

２
月
に
は
岩
手
県
大
船
渡
市
で
大
規

模
な
林
野
火
災
が
発
生
し
、
４
月
７

日
の
鎮
火
ま
で
に
焼
損
面
積
は
約

3,
3
7
0
ha
に
及
び
、
平
成
以
降
の

林
野
火
災
と
し
て
は
最
大
の
延
焼
範

囲
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
に

は
大
分
県
大
分
市
で
も
大
規
模
な
火

災
が
発
生
し
1
8
7
棟
が
焼
損
、
翌

12
月
に
は
青
森
県
東
方
沖
を
震
源
と

す
る
最
大
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
各

事
業
所
に
お
け
る
防
火
防
災
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
と
安
全
管
理
体
制
の

確
立
を
図
る
と
と
も
に
、
日
夜
、
防

火
指
導
や
予
防
広
報
に
努
め
ら
れ
て

い
る
消
防
当
局
と
連
携
し
、
防
火
防

災
力
の
高
い
地
域
社
会
を
目
指
し
ご

精
励
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
本

年
も
よ
り
一
層
皆
様
と
の
意
見
交
換

等
を
密
に
し
て
事
業
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
、
そ
し
て
令
和
8
年
度
が
、

災
害
の
な
い
平
穏
な
一
年
で
あ
り
ま

す
こ
と
を
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
、
各
ご
家
庭
や
事
業
所
に
お
け

る
防
火
管
理
業
務
の
推
進
と
危
険
物

の
適
正
管
理
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
私
ど
も
消
防

に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
貴
協
会
は
昨
年
設
立
30
周

年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
過
日
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
記
念
式
典
等
の
各

事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ご
盛
会
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
は
、
豪
雨
、
土
砂
災

害
等
の
気
象
災
害
に
よ
る
被
害
が
多

く
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
昨

年
は
、
岩
手
県
大
船
渡
市
や
愛
媛
県

今
治
市
な
ど
に
お
け
る
林
野
火
災
、

8
月
以
降
は
広
域
に
お
い
て
線
状
降

水
帯
に
よ
る
大
雨
や
台
風
の
被
害
、

さ
ら
に
11
月
に
は
大
分
市
に
お
い
て

大
規
模
火
災
が
発
生
す
る
な
ど
、
各

地
で
災
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
当
組
合
管
内
で
は
、
特
に
大
き
な

災
害
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

高
齢
化
の
進
展
及
び
冬
季
の
感
染
症

の
流
行
に
伴
い
、
救
急
出
場
件
数
、

搬
送
人
員
と
も
に
過
去
最
多
を
記
録

し
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
年
で
東
日
本

大
震
災
か
ら
15
年
、
熊
本
地
震
か
ら

10
年
の
年
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
震
災
の
教
訓
を
次
世
代
へ

継
承
す
る
と
と
も
に
、
近
年
の
気
候

変
動
に
よ
る
大
規
模
な
自
然
災
害
等

に
対
応
す
る
た
め
に
、
消
防
防
災
体

制
の
さ
ら
な
る
充
実
強
化
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
当
組
合
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

地
域
住
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産

を
守
る
と
い
う
使
命
の
も
と
、
引
き

続
き
災
害
対
応
力
の
強
化
、
火
災
予

防
の
推
進
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
当
組
合
と
の
よ
り
一
層
の
連
携

と
貴
協
会
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
年
8
年
度
の
無
事
故

と
無
災
害
を
願
い
ま
す
と
と
も
に
、

塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会
の
益
々
の

ご
発
展
と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会

　
　
　会

　長

　花

　渕

　
　
　豊

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合

　
　消
防
長

　星

　
　
　和

　彦

ご あ い さ つご あ い さ つ

－ 1－ －12－



　危険物取扱者（乙種第4類）試験の受験者を対象とした準備講習会の開催有無につきましては、決定次第、周知
させていただきます。

　危険物取扱者免状の交付を受けており、かつ、危険物施設において現に危険物の取り扱い業務に従事してい
る方が受講する講習です。７月～１月にかけて県内各地で開催されます。日程は５月中旬に下記機関のホーム
ページに掲載予定です。なお、申請書受付期間は令和8年6月1日㈪から令和8年6月20日㈯までです
（ただし、下記機関事務局に持参する場合は、土曜・日曜を除きます。）。

令和8年度 危険物取扱者試験（乙種第4類） 準備講習会

令和８年度 危険物取扱者 保安講習

　一定規模以上の防火対象物では、その対象物における防火管理業務を行う防火管理者をおくことが義務付け
られています。防火管理者は防火管理業務の知識と技能を有することが要件です。
塩釜地区管内で実施される講習会は下表のとおりです。昨年と講習場所が異なりますのでご注意ください。

令和８年度 甲種防火管理 新規講習・再講習

令和8年度危険物取扱者試験・消防設備士試験
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　●防災DVDの貸出しについて
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　　　問い合わせ　塩釜地区防災安全協会事務局（塩釜地区消防事務組合消防本部予防課内）
　　　　　　　塩竈市尾島町17-22　TEL：022-361-1619  

問い合わせ　一般社団法人 宮城県危険物安全協会連合会　TEL：022-276-4850　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　URL：https://www.miyakiren.jp/　

※ 危険物取扱者試験において、申請者数によっては午前のみ実施の場合があります。
※ 危険物取扱者乙種第4類の試験時間帯の指定はできません。

問い合わせ　一般財団法人 消防試験研究センター　宮城県支部　TEL：022-276-4840　
　　　　　　　URL：https://www.shoubo-shiken.or.jp/　

問い合わせ　　申し込み関係・・・一般財団法人 日本防火・防災協会　TEL：03-6263-9903
講習会場関係・・・一般社団法人 宮城県消防設備協会　TEL：022-223-3650

問い合わせ　　申し込み関係・・・一般財団法人 日本防火・防災協会　TEL：03-6263-9903
講習会場関係・・・一般社団法人 宮城県消防設備協会　TEL：022-223-3650
そ　 の 　他・・・塩釜地区消防事務組合消防本部予防課　　　　　　　　　 

塩竈市尾島町17-22　TEL：022-361-1619　

第１回
6/7
 （日）

第２回
7/5 
 （日）

第３回
7/20
 （月）

第４回
7/26
 （日）

第５回
9/6
 （日）

第６回
11/15
 （日）

第７回
12/13
 （日）

第８回
12/20 
 （日）

第９回
1/17
 （日）

第10回
2/14
 （日）

第11回
3/14
 （日）

第１回
5/31
 （日）

第３回
1/31 
 （日）

東北大学
川内北C

東北大学
川内北C

東北大学
川内北C

東北大学
川内北C

東北大学
川内北C

東北大学
川内北C

東北大学
川内北C

東北大学
川内北C

石巻工業
高校

白石工業
高校

古川工業
高校

古川工業
高校

白石工業
高校

4/13 ㈪

4/21 ㈫

6/24 ㈬

5/18 ㈪

5/26 ㈫

7/23 ㈭

6/1 ㈪

6/9 ㈫

8/6 ㈭

6/8 ㈪

6/16 ㈫

8/13 ㈭

7/17 ㈮

7/28 ㈫

9/28 ㈪

9/28 ㈪

10/6 ㈫

12/3 ㈭

10/23 ㈮

11/2 ㈪

1/5 ㈫

10/30 ㈮

11/10 ㈫

1/13 ㈬

11/20 ㈮

12/1 ㈫

2/3 ㈬

12/14 ㈪

12/22 ㈫

3/4 ㈭

1/25 ㈪

2/2 ㈫

4/1 ㈭

4/13 ㈪

4/21 ㈫

7/1 ㈬

8/7 ㈮

8/18 ㈫

11/6 ㈮

12/7 ㈪

12/15 ㈫

3/5 ㈮

実施回数

試験日

試験開始時刻

試験種類

試験会場

合格発表
予 定 日

開始

終了

受
付
期
間

危 険 物 取 扱 者 試 験 消 防 設 備 士 試 験

石巻工業
高校

甲種・乙種全類〈1、2、3、4、5、6類〉・丙種 乙種第4類

第２回
10/4
 （日）

甲種全類・乙種全類

午前10：30〈甲種、乙種全種(1、2、3、4、5、6類）、丙種〉
午後14：30〈乙種第４種〉

午前10：30
午後14：30

午前10:00〈1～3、5、6類〉
午後14:00〈甲特、4、7類〉

【表紙写真】設立30周年記念式典・記念講演会
　令和8年1月16日に開催した記念式典での花渕会長の挨拶と記念表彰、そして記念講演会で講師を務めた
株式会社アタラシイケシキ 代表取締役 名久井 麻利 氏

【塩釜地区防災安全協会】
　平成7年5月、塩釜地区防火管理者協議会と塩釜地区危険物安全協会が合併して設立され、令和7年に設立
30周年を迎えた。会員相互の防火思想の普及高揚や防災業務関係者に対する教育訓練指導等により、各事業
所の発展と会員相互の融和親睦を図り、社会公共の福祉の増進に寄与することを目的とする。
会員事業所数（令和8年1月末日時点）
　延べ609事業所（防火管理部会401事業所・危険物保安部会208事業所）

講習料金

8,000円

8,000円

募集人数

100名

100名

講習場所

グランディ･21

グランディ･21

講習日時

８月19日㈬、20日㈭

11月5日㈭、6日㈮

講習種別

甲種防火管理（新規）

甲種防火管理（再講習）

№

１

２

・・・令和8年度から、塩釜地区において再講習は実施いたしません。受講を希望する場合は、（一財）
日本防火・防災協会の「オンライン型講習」、又は県内では仙台市、大崎市、名取市内の各会場で
実施される「対面型講習」にお申し込みをお願いいたします。
【ご注意】
・オンライン型講習、対面型講習のどちらの講習も人数制限があります。
　また、受講するには過去の講習修了証が必要です。
・過去に塩釜地区消防事務組合消防本部管内（塩竈市、多賀城市、松島町、七ヶ浜町、利府町）で
実施した講習（再講習・新規講習いずれも）の修了証再交付事務につきましては、引き続き当消
防本部予防課で実施いたします。
・詳しくは下記問い合わせ先にお問い合わせください。



塩釜地区防災安全協会

会 報会 報

塩釜地区防災安全協会事務局
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防災DVD等の貸出しについて
　皆さんの事業所では、 年に数回、火災や地震を想定し
た消防訓練（避難・通報・消火）を実施されておりますが、
新たな知識の習得や技術の向上等のため、 防災ＤＶＤ
（映像教材）を活用されてはいかがでしょうか。
　一昨年、新たに2作品を購入いたしました。この他にも
防火管理関係、危険物保安対策関係、震災関係と種々取
り揃えておりますので、ぜひご活用ください。
　火災予防運動週間前後の2月、3月と10月、11月、みや
ぎ県民防災の日や危険物安全週間の６月には貸出しが
集中しますので、お早目に各市町の消防署にお申込みく
ださい。
新作情報
「思わぬ火もと  －高齢社会・増え続けている電気火災－」

（約20分）
「はなかっぱのぼうさいくんれん「おかしもち」で

いのちをまもろう」（約14分）

　会員の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお
慶び申し上げます。今年度も皆様のご協力により、計画
されていた全ての事業を推進することができ、設立30
周年記念式典等につきましても、盛会のうちに終了する
ことができました。また、本会報の作成にあたりまして
も、皆様快くご寄稿をお引き受けいただき、おかげをも
ちまして第31号をお届けすることができました。この
紙面をおかりしまして厚く感謝申し上げます。
　さて、ミラノ・コルティナオリンピック盛り上がりま
したね。日本の冬季オリンピック史上最多となる24個
のメダルを獲得し、特にスノーボードやフィギュアスケ
ートでの活躍が印象的でした。選手の皆さんお疲れ様で
した！
　事務局も今年度以上の事業運営ができるよう努めてま
いる所存ですので、引き続き会員皆様のご支援ご協力を
お願い申し上げます。
　令和8年度も、当管内の無事故、無災害と会員事業所
皆様のますますのご発展をご祈念申し上げます。

　　　　〈事　務　局〉

編集後記

編　　　集

塩釜地区消防事務組合消防本部予防課内  塩竈市尾島町17番22号  TEL 022－361－1619
印刷　㈱ 工 陽 社 　TEL 022－365－1151
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